
３
・
１１
震
災
時
東
北
方
面
総
監
だ
っ
た
故
「
君
塚

栄
治
さ
ん
」（
夷
隅
郡
御
宿
町
出
身
）
を
偲
ん
で 

 

「
東
松
島
市
震
災
復
興
を
訪
ね
る
。」 

３
月
11
日
、
12
日
、
平
成
二
十
三
年
震
災
発
生

し
た
翌
年
か
ら
、
東
松
島
市
ひ
び
き
工
業
団
地

内
の
仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
被
災
者
方
々
（
当
時

３
５
０
世
帯
）
を
元
気
付
け
よ
う
と
房
総
の
野

菜
つ
く
り
仲
間
と
夷
隅
支
部
長
ほ
か
支
部
員
２

名
が
参
加
し
て
自
分
達
で
作
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

タ
マ
ネ
ギ
、
大
豆
、
米
、
卵
等
、
大
型
バ
ス
貨

物
室
一
杯
の
支
援
物
資
を
毎
年
７
月
に
届
け
て
、

被
災
者
方
々
と
交
流
し
て
来
ま
し
た
が
、
昨
年

で
終
了
し
ま
し
た
。
今
回
、
夷
隅
支
部
と
し
て
、

野
菜
つ
く
り
仲
間
４
名
と
支
部
員
３
名
の
７
名

で
東
松
島
市
震
災
復
興
を
訪
ね
ま
し
た
。 

 

 

3
月
11
日
、
５
年
の
復
興
祭
に
合
わ
せ
、
房
州

の
夏
み
か
ん
と
い
す
み
の
日
干
し
魚
を
手
土
産

に
ひ
び
き
工
業
団
地
内
の
「
東
松
島
市
生
活
復

興
支
援
セ
ン
タ
ー
」
片
岡
所
長
、
上
下
堤
区
長
、

宮
沢
さ
ん
と
懇
談
し
、
未
だ
１
３
０
世
帯
が
余

儀
な
く
仮
設
住
宅
暮
ら
し
を
し
て
い
る
、
高
台

新
築
住
宅
移
住
に
は
時
間
が
か
か
る
等
、
復
興

祭
に
は
市
長
も
来
ら
れ
る
と
か
、
又
私
共
４
年

間
の
野
菜
つ
く
り
仲
間
に
感
謝
状
を
戴
い
た
り

の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
夕
方
、
東
松
島
市

で
復
興
し
た
民
宿
「
か
み
の
家
」
で
宿
泊
し
、

翌
日
一
行
は
、
金
華
山
を
参
拝
し
、（
こ
こ
を
参

拝
す
る
と
今
後
の
人
生
に
お
金
に
困
ら
な
い
と

云
わ
れ
る
）
福
島
原
発
近
く
常
磐
道
を
通
っ
て

帰
路
に
つ
い
た
。 

「
3
月
26
日
（
土
）
花
見
会
を
開
催
」 

夷
隅
支
部
は
会
員
の
相
互
扶
助
及
び
親
睦
を
図

る
目
的
で
毎
年
花
見
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
予
定
よ
り
１
週
間
早
く

3
月
26
日
（
土
）
に
大
多
喜
中
央
公
民
館
傍
の

県
民
の
森
に
て
大
多
喜
分
会
長
「
岩
佐
さ
ん
」

担
当
で
開
催
し
ま
し
た
。
最
初
に
県
立
中
央
博

物
館
大
多
喜
城
分
館
を
見
学
後
、
県
民
の
森
に

移
動
し
、
公
園
内
桜
は
、
ま
だ
３
分
咲
き
状
態

で
肌
寒
い
為
、
研
修
室
を
借
り
て
参
加
支
部
員

7
名
と
家
族
含
む
一
般
参
加
者
7
名
の
14
名

で
楽
し
く
懇
親
を
深
め
、
午
後
か
ら
は
、
地
元

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
大
多
喜
町
（
小

京
都
と
い
わ
れ
る
）
を
観
光
を
楽
し
み
午
後
3

時
に
終
了
し
ま
し
た
。 
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